


















































要約

 十代で妊娠を継続している妊婦 17 名を対象に妊娠 20 週以降に面接調査を行った。妊婦

の心理的、社会的な側面から、妊娠の動機、妊娠継続の理由、妊娠をどう受け止めている

のか、また妊娠にどのように対応しているのかなど、十代妊婦の妊娠中の主観的経験を探

求した。

 面接時は 16名が入籍を済ませていた。妊娠の動機は自分の生活を変えたいと思って積極

的に妊娠した者もいたが、大半は予定外妊娠であった。しかし予定外妊娠の妊婦は妊娠を

継続するにあたって、子供の生命の大切さ、また人工妊娠中絶を避けたいなど、あとで妊

娠の意味付けを行っていた。約半数の家族は妊娠の継続に反対であったが、最終的には同

意して、妊婦への心理的経済的な支援の役割を担っていた。

 妊娠中の生活については、妊娠の継続を決意したものの、仕事や学校をやめて家にいる

ことが多く、友人とも疎遠がちになり、また回りに似たような妊婦もいない為に、暇で寂

しいと述べていた。また妊娠中の体重コントロールは難しく、体重増加の心配をしている

反面、妊婦だから仕方がないと受け止めている様子が伺えた。しかし、胎動を契機に胎児

への愛着感情を述べており、母親になる意識の芽生えも見られた。最後に、社会的な支援

のあり方として学校と妊娠の関係、妊娠中の経済的な援助、妊婦への保健指導等について

考察した。


